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（2015年11月18日受理）
　基礎看護学実習Ⅰ（施設実習）の実習記録の内容を分析することで，実習での学びを明らかにし，実習の
効果や今後の課題を検討することを目的とした。2014年度に実習を行い，研究協力の得られた30名が提出し
た実習記録を分析対象とし，内容分析を行った。その結果，【看護の役割】【障害をもつ利用者の理解】【利用
者の状況】【快適な環境づくり】【非言語的コミュニケーションの困難さと重要性】【施設の方針】【他職種と
の連携】の ７ カテゴリーが抽出された。実習の ５ つの目標はすべて記述されており，目標は達成されていた。
病院実習と比較すると，重症心身障害児（者）施設は生活の場であり，実習を通して看護の場の広がりを実
感するとともに，既習理論を活用した意味づけができていた。一方で，実習前に重症心身障害児（者）のイメー
ジができていない学生が困惑を感じていた。事前学習の充実とオリエンテーションでの映像を活用した重症
心身障害児（者）の対象を理解して実習に臨む必要性が示唆された。
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はじめに
　看護学教育の在り方に関する検討会では，社会的ニー
ズの変化に対応できる看護基礎教育を行うために，看護
実践能力の必要性が示された １ ）。学士課程における看護
実践能力において臨地実習の意義は大きく，早期体験実
習がその後の学生の成長に大きく影響を及ぼしている ２ ）。
早期体験実習は入学後早期に行われる臨地実習として
1995年頃から看護教育で導入され，21世紀の医療者の育
成に関する施策の中で提言されている。その効果につい
ては，学生の課題の明確化 ３ ），コミュニケーション能力
の重要性 ４ ）などの研究がなされている。これらはすべて
病院での実習体験をまとめているものである。本学でも，
早期体験実習としての病院実習における効果については
検証を行っている ５ － ７ ）。前回の調査の結果，早期病院実
習は初学者にとって効果的であり，看護師の役割の理解
に関する記述は多かった。しかし，患者の生活の理解の
記述が少なく患者の療養生活への意識づけが課題である
ことを明らかにしている ７ ）。
　基礎看護学実習Ⅰでは病院実習に加えて，看護の場の
広がりを目的に，2010年から社会福祉施設として重症心
身障害児（者）施設での実習を導入している。しかし，
重症心身障害児（者）施設での実習については検証を行っ
ていない。さらに，他大学においても，社会福祉施設で
行われる基礎看護学実習に関する研究はほとんどみられ
ていない。
　そこで，大学で行われる基礎看護学実習Ⅰ（施設実習）
の実習記録の内容を分析することで，重症心身障害児（者）
施設での実習の学習効果を明らかにし，実習の効果や今
後の課題を検討することを目的とする。
Ⅰ．研究方法
１ ． 研究対象：Ａ大学看護学部において，2014年度に基
礎看護学実習Ⅰ（施設）を履修した64名のうち，研
究協力の得られた30名の提出した実習記録
２ ．研究期間：2015年 ７ 月～ ８ 月
３ ． データ収集方法：基礎看護学実習Ⅰ（施設）終了後，
各自が提出した実習記録 A ４ 用紙 ２ 枚のうち，30名
分をデータとした。
４ ． 分析方法：30名の実習記録を，学びの意味を汲み取
りながら一文一意味になるようにコードを抽出した。
抽出した内容を類似した意味内容ごとに分類し，質
的に内容分析を行った。分析については，研究者間
で繰り返し検討を行った。
５ ． 倫理的配慮：基礎看護学実習Ⅰ（施設実習）の評価
終了後，研究対象者に研究の主旨を説明した。研究
の匿名性，研究協力は自由意思によるものとし，成
績評価には一切影響しないこと，研究協力をしない
ことで不利益を受けることがないことを文書と口頭
で説明し，再度研究用に提出してもらった。提出さ
れたことで研究協力が得られたものとした。
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Ⅱ．基礎看護学実習Ⅰの概要
　基礎看護学実習Ⅰは １ 年次通年で ３ 回に分けて実施し
ている。 ６ 月初旬に病院にて看護師について行動するこ
とで，「患者の生活や看護師の役割の理解」を目的に １ 日
実習を行っている。夏季休業期間に行う訪問実習は ２ 日
間で，「異世代とのコミュニケーション能力の向上と在宅
での看護技術の実施」を目的に行っている。実習内容は
学生個々で訪問先を決定し，その方に看護援助を行う実
習である。学生の多くは祖父母などの家を訪問するケー
スが多い。10月下旬に行う重症心身障害児（者）施設（Ｂ
施設）での実習は「重症心身障害児（者）の生活や対象
の理解とコミュニケーション能力の向上」を目的に １ 日
実施している。まとめの １ 日と合わせて ５ 日間で行って
いる。基礎看護学実習Ⅰの目的及び目標，実習方法を以
下に示す。
＜目的＞
　看護が実践されている場を通して，看護の対象と対象
の抱える問題，看護の機能を理解する。また，対象者と
コミュニケーションを図る能力を養うとともに，看護者
としての基礎的能力を養う。
＜目標＞
１ ． 対象者と直接的・間接的に関わることにより，看護
の対象者の生活状況を理解できる。
２ ．対象者の生活を取り巻く環境について理解できる。
３ ． 看護の場における対象者と看護者の援助関係につい
て理解できる。
４ ．病院・施設・家庭の機能について理解できる。
５ ．看護者としての基本的態度を養うことができる。
＜重症心身障害児（者）施設実習の方法＞
　Ｂ施設は医療型障害児入所施設・療養介護事業所とし
て，知的障害と身体障害を併せ持ち，各々の障害が重度（重
度心身障害）学生の事前学習として，重症心身障害児（者）
及び脳・神経系の構造と機能についてレポートを提出し，
実習に臨んでいる。午前中は，資料館にて施設の設立目
的や歴史，活動状況について担当者から説明を受けてい
る。その後，看護師長から看護方針や重症心身障害児（者）
施設全体のオリエンテーションがある。各病棟 ８ 名ずつ
に分かれ，病棟実習を開始する。病棟内のオリエンテー
ションの後，看護師の指導のもと，利用者と関わる。実
習終了後，各病棟でまとめの会を行っている。
Ⅲ．結果
　研究協力が得られ，提出された30名の実習記録を分析
した結果，1154コードが抽出された。内容を分析したと
ころ，表 １ のように33サブカテゴリー， ７ カテゴリーが
抽出された。カテゴリーは，【看護の役割】，【障害をもつ
利用者の理解】，【利用者の状況】，【快適な環境づくり】，【非
言語的コミュニケーションの困難さと重要性】，【施設の
方針】，【他職種との連携】とした。以下，カテゴリーは【　】，
サブカテゴリーは［　］，コードは＜　＞で示す。
　最も多かったコード数のカテゴリーは，【看護の役割】
であり，296コード， ５ サブカテゴリーで構成した。学生
は＜刻々と変化する利用者の生き方に合った援助の方法
を追求し提供することも重要である＞ことから，［看護師
の援助内容］を学んでいた。＜生涯をここで生活する人
がほとんどいると考えると，利用者さんとの間に信頼関
係が何より重要である＞ことから，［信頼関係の大切さ］
などの看護の姿勢について学んでいた。＜たとえ毛穴ほ
ど小さな変化であっても，それを見逃さない観察をする＞
＜そのためバイタルサインのチェックなどがとても重要
になってくるのである＞ことから［観察の大切さ］を学
んでいた。また，＜病院と違ってナースコールがないこ
とから観察が重要である＞ことも挙がっていた。次に，
＜利用者の安全を第一に考えており命には代えることが
できない＞ことから，［安全対策］を常に考えていること
を学んでいた。＜オーダーメイドの看護という言葉があっ
たが，利用者の気持ちを一番に考えていた＞ことから，［個
別性の尊重］とした。これらの ５ つのサブカテゴリーか
ら【看護の役割】とした。
　次に多かったカテゴリーは，【障害をもつ利用者の理
解】で，239コード， ７ サブカテゴリーで構成した。［援
助の実践］の内容は，＜私は，一緒に歩行するにあたって，
患者の歩行ペースを合わせることに注意した＞など学生
が実践した歩行や食事援助，入浴介助の学びが多かった。
［対象の理解］の内容は，＜重症心身障害といっても様々
な症状があるため，個人の症状を正しく理解し援助して
いくことが重要だと思った＞＜可能な限りで自分も体験
することは対象者を理解するための １ つの手段ではない
かと思った＞など，対象理解の重要性を学んでいた。［実
習前後の変化］の内容は，＜実習が終わってみると私の
障害を持つ方への印象は大きく変わった＞など，初めて
心身障害児（者）に関わり，先入観や偏見をもっていたが，
半日の実習での関わりを通して，イメージが変わったと
いう記述が多かった。［今後の課題］では，＜自分の援助
技術の乏しさにも気付き，短い実習時間の中でも技術の
改善点を見出すことが出来た＞など看護技術の面だけで
なく，実習姿勢として積極的に関わることや普段の生活
の見直しの記述が多かった。［病院との違い］では＜看護
師の仕事内容でも，援助する対象者が重症心身障害者だ
と一般の病院とは異なる＞＜病院だけではなく，病院と
はまた違う環境や目的での看護があることを知った＞と，
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病院実習での体験と比較しての学びを挙げていた。［既習
内容との関連］では，＜この考えは，ヘンダーソンの「看
護の基本となるもの」の「その人ができるだけ早く自立
できるように仕向けるやり方で行う」に沿っているもの
だ＞と看護理論を用いて裏付けを行っていた。［生きる意
味］では，＜生きているからこそ家族との触れ合いを通
して生きていることに対する希望や喜びを感じることが
できる＞と障害をもって生きることの意味を考えている
記述がみられた。これらの ７ サブカテゴリーを【障害を
もつ利用者の理解】とした。
　次に，コード数が多かった【利用者の状況】は216コー
ドから ５ サブカテゴリーを挙げた。［日常生活の現状］の
内容は，＜食事といっても，口から摂取できる方もいれ
ば，胃や腸にチューブを繋いでそこから栄養を摂取して
いる方もいた＞といった食事，排泄などの ADL に関する
記述が多かった。［家族の支えと楽しみ］の内容は，＜家
族とのふれあいを大切にし，絆を深めていただくことは，
利用者の人生を潤す大きな要因になる＞と，家族の存在
の重要性を学んでいた。その他にはベッドサイドにある
おもちゃやおしゃれ，趣味に関する記述であった。［コミュ
ニケーション障害の現状］の内容は，＜コミュニケーショ
ンでは言葉のやり取りのできる方もいたし，表情で反応
してくださる方もいた＞や＜話しかけると笑ったり，手
をたたいたり，首を振ったりして体を使って表現してい
た＞といった対象のコミュニケーション能力についての
記述であった。［身体的特徴］は＜この利用者は起きてい
るときは自発呼吸で寝ているときは機械で呼吸をしてい
る＞など気管切開をしている利用者，人工呼吸器を装着
した利用者，寝たきりや症状の進行といった身体面に関
する記述が多かった。［パニックなどの危険な状況］の内
容は，＜自傷行為を行う方には顔にカバーを付けてけが
をしないようにしていた＞＜少しのことで骨折したり脱
臼したりする危険性がある＞＜誤嚥を起こしやすい患者
が多かった＞など，利用者の危険な状況の記述があった。
以上の ５ サブカテゴリーから【利用者の状況】とした。
　【快適な環境づくり】のカテゴリーでは，162コードか
ら ３ サブカテゴリーを構成した。［トイレなどの工夫］の
サブカテゴリーでは，＜トイレは高床式トイレが設置さ
れており，横になった状態でもできるようになっていた＞
のトイレや移乗動作の補助を行うリフトの使用，入浴施
設，個人に合わせた車いすなどを挙げていた。［安全な環
境づくり］の内容では，＜ベッドの柵のほとんどは保護
マットで覆われ，マットで仕切りがされて，利用者さん
に合わせた安全面での工夫がされていた＞のベッド柵の
工夫や，＜ドアには必ず鍵が付いていて，部外者が勝手
に入ったり，利用者が外に出たりしないようになってい
た＞と鍵をかける意味を挙げていた。［生活しやすい環境］
では，＜環境によって利用者の方が感じる障害の大きさ
が違い，利用者の方は環境を選ぶのが難しいため提供し
ていくことが必要である＞＜その人の環境を変えると，
生活のしやすさが変わるということ＞など，利用者の生
活を考えた環境づくりがされていることを学んでいた。
以上の ３ サブカテゴリーから【快適な環境づくり】とした。
　【非言語的コミュニケーションの困難さと重要性】のカ
テゴリーでは，122コード，７ サブカテゴリーを構成した。
［コミュニケーションの困難さ］では，＜実際に利用者の
方々との交流では何を話してよいのか分からず，思うよ
うには相手の思っていることなどを読み取ることが出来
なかった＞＜言葉に詰まってしまい，ただその方を見て
いることしかできなくなった＞などコミュニケーション
ついての困難感を感じていた。［非言語コミュニケーショ
ンの大切さ］では，＜言葉で伝えることができない分 １
つ １ つの身振りや目の訴え，表情を見逃すことができず
そこから気持ちを汲み取らなければならない＞＜コミュ
ニケーションは言葉によってのみ取れることではない＞
などの言語的コミュニケーションだけでなく，非言語的
コミュニケーションの重要性を学んでいた。［コミュニ
ケーションの取り方］では，＜笑顔やスキンシップをとり，
ゆっくり話すことに気をつけた＞＜しっかり目線を合わ
せてはっきりしゃべり，時にはボディータッチもしなが
ら意思疎通をすることだ＞と表情や目線，立ち位置など，
コミュニケーションの取り方を体験していた。［対象を理
解しようとする姿勢］では，＜言いたいことが分からな
くてもそのままにするのではなく，理解しようとより一
層積極的に関わろうとする姿勢を学んだ＞＜長く関わる
ことで気づくこともあるが，まず自分が利用者に関心を
持ち，伝えたい感情や意思を理解しようという心構えが
大切になるとわかった＞など，コミュニケーションをと
る姿勢を学んでいた。［看護師のコミュニケーション］で
は，＜看護師は，ちょっとした表情の変化やいつもと異
なる行動などで気持ちを接していた＞＜看護師さんが利
用者さんの一人ひとりに自然に話しかけている姿を見て
とても刺激を受け，私も将来一人ひとりと向き合い，愛
情を注ぎたいと心から思った＞ことから，看護師のコミュ
ニケーションをロールモデルとした記述が多かった。［反
応があってうれしい］では，＜私が話しかけると言葉に
よっての返事はなかったが，笑って反応してくれたり，
私と目を合わせてくれたり，腕を動かして反応してくれ
た＞と，反応があったことに対する喜びが記述されてい
た。［コミュニケーションの課題］では，＜言葉だけでな
い方法でもコミュニケーションをとれるように自分なり
に工夫して，様々な状況の人々と関わっていきたい＞と
非言語的コミュニケーションに対する課題の克服を記述
していた。以上の ７ サブカテゴリーから【非言語的コミュ
ニケーションの困難さと重要性】とした。
　【他職種との連携】では，36コード， ２ サブカテゴリー
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から構成した。［他職種連携の大切さ］では，＜数多く
のボランティアの方々から成り立っており，様々な医療
従事者の方もいることを知った＞＜作業療法士は日常生
活で必要な様々な動作が円滑に行えるように，運動や遊
びを通じて働きかけている＞と，理学療法士，歯科医，
ボランティアなど多くの連携で成り立っていることを学
んでいた。また，＜情報を共有することによって，ミス
をなくし，みんなで患者の生活を支援していることが分
かった＞と情報共有の大切さを学んでいた。［看護と福
祉の融合］では，＜看護科と支援科の部門に分かれて健
康面と生活面，医療と福祉の考え方が融合されている＞
＜「LIFE」に「生活」「命」「人生」という意味で，福祉
の基本となる考え方が分かる＞といった福祉の視点が広
がっていた。以上の ２ サブカテゴリーから【他職種との
連携】とした。
　【施設の方針】のカテゴリーでは，83コード， ２ サブカ
テゴリーから構成した。［施設が大切にしていること］の
内容は，＜利用者が生活しやすい環境を整え，利用者に
対する障害を小さくするのに努めている＞＜実習前に資
料館を見学して「やさしい言葉も治療，お米を持たせる
のも薬になる」という言葉が印象に残った＞など，資料
館や看護師長からのオリエンテーションで感じた，施設
が大切にしていることが挙がっていた。［イベントやシス
テムづくり］では，＜生涯を過ごすことになるので，そ
の人生がより良いものにしていくためには，多くのこと
を経験できるイベントがある＞＜季節の行事や週 １ 回の
喫茶コーナー，買い物など一生を過ごす人がただ治療を
するだけでなく毎日の生活を楽しく過ごせるような工夫
がされている＞など行事に関する記述がみられた。以上
の ３ サブカテゴリーから【施設の方針】を挙げた。
Ⅳ．考察
１ ．基礎看護学実習Ⅰ（施設実習）の目標達成度
　実習目標①の「対象者と直接的・間接的に関わること
により，看護の対象者の生活状況を理解できる」につい
ては，【障害をもつ利用者の理解】【利用者の状況】【非言
語的コミュニケーションの困難さと重要性】に示されて
おり，心身障害児（者）の生活状況や心理面・身体面の
障害，コミュニケーション障害について，理解できてい
ると考える。しかし，多くの学生は初めて心身障害児（者）
と関わることの不安や戸惑いを感じており，事前のオリ
エンテーション時に，映像でイメージを広げることが必
要である。事前学習では，心身障害児（者）について自
己学習をしてから実習に臨んでいるが，文字で分かるこ
とと実際に身体の拘縮や言語障害があることを体感する
こととは違いがある。利用者と半日しか関わらない現在
の実習形態では，戸惑いだけで実習が終了してしまうの
では効果が薄れる。できるだけ実習の前に利用者の身体
状況を具体的に理解しておく方が実習に抵抗なく入って
いける。そのために，利用者の状況を視覚的に理解して
おく必要があると考える。
　実習目標②「対象者の生活を取り巻く環境について理
解できる」については，【快適な環境づくり】【施設の方
針】に示されている。トイレでは高床式の寝たまま排泄
できるものや，車いすが利用者個々に合わせて作成され
た特別なものなど，障害に合わせた環境面での工夫に関
する記述が多かった。学内や病院にあるものは一般的な
ものが多く，学生は初めて見る環境に困惑していた。し
かし，学生は利用者が生活しやすい施設内の環境を整え
ることで，利用者のもつ障害を小さくする工夫がされて
いることを学生は理解できていたので，目標は達成され
ていると考える。記述の多くは伝聞であり，オリエンテー
ションでの気づきが多かったことからオリエンテーショ
ンの重要性が明らかである。また，スポンジを巻いてい
る高いベッド柵や病棟の出入り口に鍵がしてあることに
対して，学生は驚きとともに利用者の安全面に配慮して
いることを学んでいた。利用者を取り巻く環境は生活の
しやすさの視点とともに，障害の程度によっては危険な
状況を防止し安全で快適な環境づくりの視点が深まって
いると考える。また，リフト移乗を体験した学生が多かっ
たため，利用者・援助者双方の負担を軽減するリフト移
乗に学生は関心をもっていた。これは学内演習では行っ
ておらず，初めて見た学生も多かったといえる。移乗動
作は看護師の腰痛問題にもつながっているため，今後ま
すます病院などにも導入されていくと思われるので，学
内演習に取り入れる必要がある。
　実習目標③「看護の場における対象者と看護者の援助
関係について理解できる」については，【看護の役割】【障
害をもつ利用者の理解】【非言語的コミュニケーションの
困難さと重要性】に示されている。施設での看護援助は，
＜刻々と変化する利用者の生き方に合った援助の方法を
追求し提供する＞と表現しているように，生涯を施設で
過ごすことが多い利用者の Life（生命・生活・人生）に沿っ
た看護援助をしていると学生は捉えていた。非言語的コ
ミュニケーションの多い利用者に対して，看護師の分か
ろうとする姿勢とそれに反応した利用者の笑顔から信頼
関係や個別性を尊重していることを感じ，目標は達成さ
れている。
　実習目標④「病院・施設・家庭の機能について理解で
きる」では，【障害をもつ利用者の理解】【快適な環境づ
くり】【他職種との連携】【施設の方針】に示した。施設
では利用者が生涯を過ごす生活の場であることから，環
境面での工夫とともに多くのコメディカル，ボランティ
アが協働していることで利用者の生活を支えていること
を学生は学んでいた。施設では，医療・看護の視点だけ
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ではなく，福祉の視点が必要である。病院の機能も持ち，
家庭の機能も持ち合わせた施設で実習することの大きな
目的がここにあるので，実習記録に記述があることで，
目標は達成されていると考える。
　実習目標⑤「看護者としての基本的態度を養うことが
できる」では，【障害をもつ利用者の理解】【非言語的コミュ
ニケーションの困難さと重要性】に示されていた。学生
は実習を通して障害者の状況を理解し，実習前後でイメー
ジが変化していた。病院との違いを実感し，実習での体
験を，ヘンダーソンを使って意味づけをしていることか
ら，看護観を深めているので目標は達成されていると考
える。病院との違いでは，ナースコールがなかったこと
を挙げていた。心身障害児（者）にとってナースコール
を押せる利用者が少ないことから，ナースコールは設置
せずに，看護師の観察や見回り，モニターによって利用
者の異変に気づいていることから，観察の重要性を学ん
でいた。また，心身障害児（者）の援助を通して，生き
る意味について考えている学生がいた。心身障害をもち
日常生活も自力ではままならない状況にありながら家族
に見せる笑顔から，人が生きる意味について考察してい
るものであった。学生自身も結論が出ていないかもしれ
ないが，この実習が一石を投じたことに意味があると考
える。
２ ．病院実習での学びとの比較
　前回の病院実習後の学びに関する調査では，【看護の対
象と看護師との関係】【個別性の尊重】【医療安全の重要性】
【チーム医療の重要性】【知識・技術の必要性】【療養環境
の工夫】【看護師の行動】【療養生活の理解】【命の尊重】
【看護師の魅力】の10カテゴリーが抽出されていた ７ ）。今
回の福祉施設実習でのカテゴリー及びサブカテゴリーと
比較すると，福祉施設実習では対象の理解に関するサブ
カテゴリーが多く挙がっていた。対象の個別性を尊重し，
対象に合わせた援助，看護をすることの重要性を認識し
ていることが明らかになった。また，福祉施設に看護師
がいることを知らなかった学生もおり，今回の実習で初
めて知ったという記述があった。病院だけではなく，障
害者に関わるという『看護活動の場の広がり』の意味でも，
今回の実習の効果があったと考える。
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